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愛知池の自然 NO.１５８ ２０２６年３月１８日 （水) 曇り 最高 16.4℃ 最低 5.3 ℃

２０１３年４月から観察の記録を毎月作ってき

ましたが、今回をもって最終回とさせてい

ただきます。１３年間、ご覧いただきありが

とうございました。毎回何かしらの発見が

あって歩くのを楽しむことができました。

今年は春先から雨が少なくダム湖の水位が

例年になく低いです。春の風は優しく、寒さ

を感じずに歩けました。 池にはカンムリカ

イツブリが数羽残っていました。

ソメイヨシノ

冬芽の芽鱗を落としつぼみが

せり上がってきました。名古

屋の気象台の標本木は昨日開

花したと聞きました。ここで

はまだ数日かかるようです。

咲いていた桜 ２種

ニホンタンポポ

歩いていて目立つのは上のニ

ホンタンポポです。総苞(萼)

が反り返らないのが特徴です。

反り返るセイヨウタンポポは

少ないです。

マツカレハの繭

アカマツの葉についていまし

た 。 左は幼虫

下は成虫です。

ヤマモモ雄花のつぼみ

雄花は直に花が咲きます。そ

の後雌木の雌花が咲き、初夏

に なるとジュ

ー シーな実が

熟します。

ホソバオキナゴケ

ササの根元にマット状に生え

ていました。触るとふわふわ

します。空気中の水分で生活

できるようです。山ごけとも

言われます。
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ヒサカキの雄花と雌花

この季節に雑木林の道を歩くと独特なにおいがしました。

インスタントラーメンのにおいに似ているという人もいま

す。雄花と雌花が別々の木にさき、黒い実が成ります。

＜雄しべが見える雄花＞ ＜雌しべの見える雌花＞

スギの雄花

雄花が開いて花粉を飛ばした

後の花です。この花が終わる

頃ヒノキの雄花が熟して花粉

を飛ばし始めます。

ヒノキを見上げたら、葉の先

に雄花の蕾がついていました。

アブの仲間

ビロード

ツリアブ

蝿 と 共 に 春 一

番 に 現 れ る ア

ブの仲間です。

体長は １㌢ 。日

だ ま り を 探 す

と出会えます。

ホバリングが得意で 、名前の由来

となった釣り竿のような口吻が目

印です 。左はアシブトハナアブで

後脚が太く見えるアブです。

アケビ雄花の蕾

葉が３枚の＜ミツバアケビ＞

葉が５枚の＜ゴヨウアケビ＞

ヒメスミレ

側溝と道のすき間に生えてい

ました。スミレ

より小型で葉の

裏は紫色を帯び

ています。

ツバメシジミ

食草はマメ科のシロツメクサ

やカラスノエンドウで、幼虫

で越冬します。尾状突起があ

りその付け根に橙色斑がある

のが目印です。


